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A Study of Burner Syndrome in American Football College Athletes. 
 




 2.1 対象者と調査項目・測定手順について 
３．結果 
 3.1 大学アメフト選手80名の結果 
 3.2 パワーポジションの選手30名の結果 
４．考察 
 4.1 バーナー症候群と身体的特性について 
 4.2 バーナー症候群と等尺性頚部 筋力について 



















































175.43±4.54cm ，体重 82.68±12.18kg ， BMI 26.85±3.68kg/m2 ，頚部周径囲
40.46±2.33cm）とした．そのうち，パワーポジションの選手は，30名（身長





































（32.5％）いたことが分かった．それにより，“全体 × バーナーなし”（以下WB な















3.89±0.74N/kg，右側屈3.73±0.66N/kg であった．以上の結果より WB なし群と WB
あり群の２群間において有意差は，みられなかった（図３－１）． 
③頚部周径囲比頚部筋力の結果は，以下のとおりであった．WB なし群は，前屈
6.66±1.56N/cm ， 後 屈 8.78±0.84N/cm ， 左 側 屈 7.74±0.96N/cm ， 右 側 屈
7.73±0.83N/cm であった．WB あり群は，前屈6.45±1.50N/cm，後屈8.68±1.09N/cm，
左側屈7.86±0.98N/cm，右側屈7.55±0.84N/cm であった．以上の結果より WB なし
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7.55±1.14N/cm ， 後 屈 9.01±0.83N/cm ， 左 側 屈 8.00±0.87N/cm ， 右 側 屈
8.20±0.78N/cm であった．PB あり群は，前屈6.50±0.84N/cm，後屈8.29±0.87N/cm，




































type ４名，Stretch type ５名，分からない17名の結果となり，データとして不十
分であったため，メカニズムによる分類が出来なかった．しかし，既往歴の有無にて













































































より，WB なし群54名と WB あり群26名，PB なし群21名と PB あり群９名とそれぞ
れ分類し，身体的特性，頚部筋力，頚部筋力比に関する以下のような結果が得られた． 
１）身体的特性（身長，体重，BMI，頚部周径囲）のすべての項目において，WB
なし群と WB あり群間，PB なし群と PB あり群間共に有意差はみられなかっ
た． 
２）①頚部筋力では，WB なし群と WB あり群の２群間には，有意差はみられなか
った．PB なし群と PB あり群間では，PB なし群が有意に前屈（p<0.05）と右
側屈（p<0.01）において強かった． 
３）②体重比頚部筋力では，WB なしとWB あり群の２群間には，有意差はみられ
なかった．PB なし群と PB あり群間では，PB なし群が有意に右側屈（p<0.05）
において強かった． 
４）③頚部周径囲比頚部筋力では，WB なし群と WB あり群の２群間には，有意差
はみられなかった．PB なし群と PB あり群間では，WB なし群が有意に前屈
（p<0.05），後屈（p<0.05），右側屈（p<0.001）において強かった． 
５）④頚部筋力比の前屈／後屈筋力比では，WB なし群と WB あり群の２群間，PB
なし群と PB あり群間共に，有意差はみられなかった．左側屈／右側屈筋力比
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